
“Open Source“ AUTOSAR
ETAS の RTA ソリューションおよび ISOLAR 製品ファミリがAUTOSAR の可能性を引き出します

AUTOSAR開発パートナーシップは、さまざまなドメインにおける電気・電子系統の複雑化に対応するという約束の下、10数年前

に発足しました。その目的は、標準化されたインターフェースを通じていっそう強力なツールチェーンを構築しながら、標準化され

たベーシックソフトウェアのコストを抑え、安全性、保全性、および交換可能性を維持できるようにすることでした。

ETAS の RTA ベーシックソフトウェア
は、自社内で開発した優れたオペレー
ティングシステムおよびランタイム環境
と、専門家がサポートするコミュニティ
型オープンソースの COMASSO モ
ジュール*とが一体となった、ECUソフ
トウェア用の包括的 AUTOSARプラッ
トフォームを提供します。ISOLAR製品
ファミリには、AUTOSARソフトウェア
アーキテクチャを設定したり AUTOSAR
ソフトウェアを個々の ECUに実装して
テストしたりするための強力なツールが
そろっています。

ETASの RTAベーシックソフトウェア
および RTAソリューション
ETASには、各種プラットフォームソフト
ウェアの開発・配備を行ってきた 20年
もの歴史があります。弊社のエンジニア
リングチームは、求められる品質、信頼
性、安全性および効率性を熟知した上で、
組込みアプリケーションの開発を成功に
導くために必要な基盤を提供します。
AUTOSAR開発パートナーシップのプレ
ミアムメンバーとして、 ETAS は
AUTOSAR 規格のソフトウェア開発プ
ロセスと必要なプラットフォームソフト
ウェアの提供と普及に努めています。し
かし、ベーシックソフトウェアに対する
ETASのアプローチは、単なるオープンス
タンダードへの適合や貢献に留まるもの
ではありません。COMASSOアソシエー
ションの設立パートナーとして、ETASは
ベーシックソフトウェアの提供に独自の
オープンなアプローチを行っています。

COMASSOは、市販の競合製品に比べ
て非常に有利なコストで、オープンに共
有化された実装を通して、AUTOSAR
ベーシックソフトウェアの成功を目指す
団体です。
COMASSOは、AUTOSARベーシック
ソフトウェアの多様な実装が、競争に関
連する差別化もなされないまま存在し、
ソフトウェアの交換や再利用を行う場
合、統合にかかる工数が大きくなる事態
が見受けられたため設立されました。こ
の構想は AUTOSAR規格の一般的な実
装をサポートすることにより、増大する
統合工数を低減することを目指していま
す。
ETAS は次の両方を行います。1 つは、
COMASSOに貢献することです。もう
1つは、お客様に専門的なサポートおよ
びエンジニアリングサービスを提供し、
COMASSO を利用した RTA ベーシッ
クソフトウェアでプロジェクトを確実に
成功させることです。ETASが提供する
サポートには、ASIL-D における ISO
26262への適合性が要求される安全重
視のアプリケーションなどのように、非
常に要求の厳しいアプリケーションにも
COMASSOモジュールを利用できるこ
とを示すための必要な資料を提供するこ
となどが含まれます。

最小で最速のAUTOSAR
オペレーティングシステム
ETASは、COMASSO利用の RTA BSW
モジュールに加えて、RTA-OS および
RTA-RTE という極めて重要な 2 つの

AUTOSARモジュールも商業ベースで提
供しています。RTA-OSは市販されてい
る中で最小、最速の AUTOSARオペレー
ティングシステムの 1つです。マルチコ
アプロセッサ対応の先駆けとなったこの
オペレーティングシステムはMISRA-C
に準拠し、自動車の安全重視のアプリ
ケーションに関する ISO 26262規格へ
の適合性が TÜV SÜDにより認証されて
います。RTA-OSは幅広いマイクロコン
トローラをサポートしていて、新しいマ
イクロコントローラに続々に移植されて
います。
AUTOSARランタイム環境である RTA-
RTEは、AUTOSAR規格の構想を実現す
る上で重要なコンポーネントです。コン
トラクトと生成の両方のフェーズに対応
しています。生成フェーズは高度に最適
化されていて、お客様のアプリケーショ
ンのニーズに合わせてメモリ使用または

CPU使用のいずれかをできるだけ抑える
ように調整できます。RTA-RTEは自動車
の安全重視アプリケーションに関する
ISO 26262 規格への適合性が TÜV
SÜDにより認定されていて、生成される
RTEコードはMISRA-Cに準拠していま
す。

RTAベーシックソフトウェアは ETASの
RTAソリューションポートフォリオの要
素の 1つに過ぎません。この他に、組込
みソフトウェアの専門家からなる世界規
模のチームがお客様固有の高品質で経済
的な組込みソフトウェアを提供する RTA
エンジニアリングサービスや、開発プロ
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*) 18ページの記事もご参照ください

「オープンソース」の AUTOSAR



セスを最適化して将来の ECUアーキテ
クチャの技術的課題を克服するための
RTAコンサルティングサービスもありま
す。今日、RTAソリューションは世界の
道路を走っている車の 10億個を超える
ECUを動かしています。

ETAS ISOLAR製品ファミリ
ISOLAR-A は、包括的な AUTOSAR
アーキテクチャ、オーサリング、および
ベーシックソフトウェア設定環境を提供
します。これは、Eclipseプラットフォー
ムおよびオープンソースの AUTOSAR
Tools Platform（ARTOP）を使用してお
客様固有のツールに統合することができ
ます。また、ISOLAR-Aはレガシーシス

テムをサポートしており、DBC、LDF、
FIBEX、ODX などのフォーマットを
AUTOSARに変換することができます。
ISOLAR-EVEではWindows PCおよ
び Linux搭載の ETAS RTPCのための
バーチャル AUTOSAR ECUを実行でき
ます。これにより、AUTOSARソフトウェ
アの作成と評価が可能になります。A-
sample ECUの代わりに、それよりはる
かに費用のかからないバーチャル ECU
を使用することで、コストの最適化を実
現できます。

ETASは、AUTOSARベーシックソフト
ウェアの開発・評価を効率的に行える特
別バージョンの ISOLAR-A および
ISOLAR-EVE を COMASSO のメン
バーに無料で提供することにより、
COMASSOアソシエーションの目標を
さらに支援しています。
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ETAS RTA AUTOSAR用

ベーシックソフトウェア開発プラットフォーム

AUTOSAR（AUTomotive Open
System ARchitecture）は、自動車
メーカーとサプライヤ、さらにツー
ル、半導体およびベーシックソフト
ウェアのベンダーによるパートナー
シップ事業です。2003 年以来、
AUTOSARは車載用電子制御装置
（ECU）のためのオープンで標準化
されたソフトウェアアーキテクチャ
の開発に取り組んできました。
AUTOSAR 規格はソフトウェア
アーキテクチャ、アプリケーション
インターフェース、および手法につ
いて定めています。
AUTOSAR のレイヤー型ソフト
ウェアアーキテクチャにより、独立
のソフトウェアコンポーネントを開
発することができます。これらのコ
ンポーネントは、さまざまなメー
カーの車両や、さまざまなサプライ
ヤの多種多様な製品世代にわたる電
子コンポーネントに使用できます。
例えば、AUTOSAR リリース 4.1
リビジョン 1 は、マルチコアプロ
セッサや Ethernet TCP/IP通信メ
カニズムなどの新しいテクノロジー
のための拡張機能を提供していま
す。

RT
A

-O
S

（
オ
ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
）

アプリケーション層

シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス

メ
モ
リ
管
理

通
信
・
診
断

サ
ー
ビ
ス

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア

I/O
抽
象
化

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

デ
バ
イ
ス
ド
ラ
イ
バ

RTA-RTE（ランタイム環境）

マイクロコントローラ抽象化層

マイクロコントローラ

ETASが提供して設定・統合・評価を行うRTAベーシック
ソフトウェア（COMASSOを利用）

お客様固有または他社製ソフトウェアコンポーネントの開発
および／または統合

ご要望に応じて開発される複合デバイスドライバ

シリコンベンダー固有ソフトウェアモジュールの開発
および／または統合
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